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▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　
国
定
忠
治
さ
ん

▽
参
加
費　
３
０
０
円
（
年
間
登

　
録
料
）

▽
定
員　
45
人

※
６
月
１
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

　

　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

中
央
公
民
館

 

カ
レ
ー
作
り
に
挑
戦

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
６
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
、
カ
レ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま

巻
の
八
十
九

　
独
特
の
青
み
の
勝
っ
た
緑
の
葉

を
持
つ
オ
リ
ー
ブ
は
、
牛
窓
オ

リ
ー
ブ
園
は
も
ち
ろ
ん
、
街
路
樹

や
庭
木
と
し
て
市
内
各
所
に
植
え

ら
れ
て
地
域
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
オ
リ
ー
ブ
の
木
は
、「
木

そ
の
も
の
が
さ
わ
や
か
な
地
中
海

を
連
想
さ
せ
、『
日
本
の
エ
ー
ゲ

海
』
を
広
く
国
内
に
印
象
付
け
て

い
る
。
ま
た
、
市
の
温
暖
な
気
候

と
太
陽
い
っ
ぱ
い
の
明
る
い
様
子

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
」
と
い
う
理

由
で
市
木
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
本
格
的
に
オ
リ
ー
ブ
が

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
明
治
40
（
１
９
０
７
）
年
、

農
商
務
省
が
三
重
、
香
川
、
鹿
児

島
の
３
県
を
指
定
し
、
翌
年
ア
メ

リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
苗
木
で
試
作

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

中
で
香
川
県
小
豆
島
だ
け
が
栽
培

に
成
功
し
、
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

服
部
和
一
郎
と
オ
リ
ー
ブ

　
牛
窓
に
居
を
構
え
、
岡
山
有
数

の
商
家
で
あ
っ
た
服
部
家
の
当

主
服
部
和
一
郎
（
１
８
９
４
〜

１
９
８
９
年
、
瀬
戸
内
市
名
誉
市

民
）
は
、
昭
和
16
（
１
９
４
１
）

年
１
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
帰
り
の
友
人

と
共
に
小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培

を
視
察
し
、
ま
だ
国
内
栽
培
が
少

な
く
、
食
料
と
し
て
も
燃
料
と
し

て
も
利
用
で
き
る
オ
リ
ー
ブ
に
将

来
性
を
感
じ
ま
し
た
。
同
年
、
香

川
県
農
事
試
験
場
の
指
導
を
受

け
、
小
豆
島
か
ら
オ
リ
ー
ブ
の
苗

木
や
挿
木
の
提
供
を
受
け
な
が
ら

試
作
を
行
い
ま
し
た
。

　
試
作
で
は
、
苗
木
は
「
深
植
の

為
に
成
績
不
良
」
で
あ
っ
た
が
、

挿
木
は
「
活
着
良
好
に
し
て
大
部

分
の
発
芽
を
見
る
」こ
と
に
な
り
、

和
一
郎
は
ま
す
ま
す
栽
培
に
自
信

と
興
味
を
得
ま
し
た
。

　
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園

　
オ
リ
ー
ブ
の
試
作
を
成
功
さ
せ

た
和
一
郎
は
、
昭
和
17
年
４
月
、

所
有
す
る
土
地
30
㌃
を
開
墾
し
、

小
豆
島
の
試
験
場
か
ら
購
入
し
た

オ
リ
ー
ブ
の
３
年
生
の
苗
木
35
本

を
移
植
し
て
オ
リ
ー
ブ
園
を
開
園

し
ま
し
た
。

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　6 月 29 日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

　
本
め
す
す

  　　　   今月のお

　
今
月
は
、「
つ
き
み
草
」と「
ど
っ

こ
い
は
な
ま
る
」
に
よ
る
人
形
劇

と
腹
話
術
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
６
月
２
日
（
土
）
午
後

　
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　

邑
久
郷
土
資
料
館

▽
演
目

　

・
人
形
劇
「
ク
ワ
ン　
ク
ワ
ン
」

　

・「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」
の
腹
話
術

▽
観
劇
料　
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

生
ご
み
で
堆
肥
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

土
の
う

袋
を
使
っ
て
手
軽
に
で
き
る
「
カ
ド
タ
式
」
の
堆
肥

づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。
注
意
点
や
手
順
が
写
真
で

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
っ
た
堆
肥

で
、
今
度
は
花
や
植
物
を
育
て
た
く
な
る
１
冊
で
す
。

新
カ
ド
タ
式　

家
庭
の
生
ご
み
で
簡
単
土
づ
く
り

門
田
幸
代
⁝
著　

学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

「美しい」ってなんだろう？美術のすすめ
森村泰昌…著　イースト・プレス

 

受
講
生
募
集

 

文
学
講
座
「
お
く
の
細
道
」

　
毎
年
好
評
の
文
学
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
本
年
度
は
、「
お
く
の

細
道
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
「
お
く
の
細
道
」
は
、
元
禄
時
代

に
活
躍
し
た
俳
人
松
尾
芭
蕉
に
よ

る
紀
行
文
集
で
す
。

　
芭
蕉
の
旅
は
、
江
戸
を
出
発
し

て
東
北
・
北
陸
を
巡
り
、
再
び
江

戸
に
戻
る
ま
で
の
約
２
、４
０
０

㌔
、
日
数
に
し
て
約
１
５
０
日
に

わ
た
る
も
の
で
し
た
。

　
「
お
く
の
細
道
」
を
学
び
、
芭

蕉
が
た
ど
っ
た
旅
路
に
思
い
を
は

せ
る
と
と
も
に
、
一
行
が
詠
ん
だ

俳
句
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
６
月
７
日
、
14
日
、
21

　
日
、
28
日
、
７
月
５
日
（
い
ず

　
れ
も
木
曜
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

※
全
５
回
の
講
座
で
す
。

す
。ご
は
ん
は
、屋
外
で
薪
を
使
っ

て
、
飯
ご
う
で
炊
き
ま
す
。　

　
楽
し
く
カ
レ
ー
を
作
っ
て
、
お

い
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
６
月
９
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　
長
船
町
公
民
館

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
定
員　
50
人

▽
持
ち
物　
米
１
０
０
㌘
、
タ
オ
ル
、

　
帽
子
、
あ
れ
ば
具
材
と
な
る
野
菜

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

長
船
町
公
民
館

 

人
形
劇
と
腹
話
術

 

糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
団
定
期
公
演

　
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
糸
あ
や
つ

り
人
形
劇
団
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
人
形
劇
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
、
毎
月
定
期
公
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 

昭
和
17
年
に
開
園

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

｢美術家｣ として活動する作者が、絵を鑑賞するコツを伝授
してくれます。それは、解説文や世の中の評価は忘れ、｢頭
のなかをまっしろにすること｣。他にも作者流の美術の楽し
み方や、「美術館で笑ったら怒られますか？」といった読者
の質問に答えるページもあります。

「クワン　クワン」の一場面

さ
を
避
け
る
た
め
牛
窓
に
滞
在
し

て
い
た
井
伏
鱒
二
も
岡
山
の
親
戚

か
ら
聞
き
、
心
配
に
な
っ
て
牛
窓

の
友
人
に
電
話
し
た
こ
と
を
『
備

前
牛
窓
』の
中
で
記
し
て
い
ま
す
。

景
勝
地
と
し
て

　
オ
リ
ー
ブ
園
は
、
生
産
地
と
し

て
だ
け
で

は
な
く
、

オ
リ
ー
ブ

越
し
に
国

立
公
園
の

多
島
美
を

眺
め
る
こ

と
が
で
き

る
景
勝
地

オリーブ園を開園した
服部和一郎氏

　
開
墾
地
は
、「
大
小
の
石
極
め

て
多
く
開
墾
当
時
は
掘
り
出
せ
し

石
に
て
土
が
見
え
ざ
り
し
状
態
」

で
あ
り
、
そ
の
開
墾
は
予
想
外
の

困
難
な
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
開
墾
地
は
、
保
安
林
で
し
た

が
、
県
か
ら
事
前
に
仮
解
除
を
受

け
て
開
墾
し
、
後
に
解
除
を
得
て

い
ま
す
。「
将
来
ニ
亘
リ
極
メ
テ

重
要
ナ
ル
「
オ
リ
ー
ブ
樹
」
ノ
適

地
」
と
し
て
岡
山
県
の
協
力
が
あ

り
、
戦
時
中
の
食
糧
増
産
な
ど
の

国
策
に
も
合
致
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
園
の
山
火
事

　

異
常
乾
燥
注
意
報
が
発
令
さ

れ
、
各
地
で
山
火
事
が
相
次
い
で

い
た
昭
和
50
年
３
月
31
日
正
午
ご

ろ
、
オ
リ
ー
ブ
園
が
あ
る
山
裾
か

ら
出
火
。
火
は
西
風
に
あ
お
ら
れ

て
山
頂
一
帯
に
燃
え
広
が
り
、
山

頂
付
近
に
あ
っ
た
別
荘
４
戸
が
全

焼
し
、
オ
リ
ー
ブ
園
も
被
害
を
受

け
、
山
全
体
が
黒
一
色
の
無
残
な

姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
山
火
事
の
事
は
、
前
年
の

暮
れ
か
ら
同
年
２
月
ま
で
冬
の
寒

と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
著
名
人

も
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
は
、
５
月
下
旬
か
ら

６
月
上
旬
に
は
白
い
小
さ
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
初
夏
の
明
る
い
瀬

戸
内
の
陽
光
に
誘
わ
れ
て
訪
ね
て

み
て
く
だ
さ
い
。

︻
参
考
文
献
︼

『
牛
窓
町
史
資
料
編
Ⅲ
』
牛
窓
町

オリーブ園から望む瀬戸内海の多島美




